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（ピーク IA, IB）に分かれ，IAが相対的に GSに対す
る特異性が高かった2）．







結果，IBは α， βおよび γの三つのサブユニットから
構成され，IIは αおよび βの二つのサブユニットから
構成されることが判明した4,5）．分子サイズや酵素学





















月間滞在して最終的に IA の cDNAの断片を数個得る
ことができた．帰国後，それらを基に IAの全長をコー
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